
(57)【要約】

　内視鏡器具（２）に適したシース・デバイス（１）で

あって、近位端部（６）と、遠位開放端部（７）と、上

記近位端部から流体出口まで長手方向に延在する少なく

とも一本の流体チャネル（２３）とを有する長寸管状部

材（４）を備えたシース・デバイス（１）。上記管状部

材（４）の上記近位端部（６）には洗流ユニット（５）

が接続され、該ユニットは、第１内視鏡器具（２）を受

容するに適した近位開放端部（８）と、上記流体チャネ

ル（２３）と連通された流体取入口（１６）と、流体吐

出口（１７）とを備える。上記管状部材および上記洗流

ユニットは協働して、上記第１内視鏡器具（２）の少な

くとも一部を外装するための第１内部案内通路（１０）

を画成する。上記管状部材（４）と上記洗流ユニット（

５）との間の接続は、該洗流ユニット（５）に関する該

管状部材（４）の軸回転を許容する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ａ ） 長 寸 管 状 部 材 （ ４ ） で あ っ て 、
　 　 　 近 位 端 部 （ ６ ） と 、
　 　 　 遠 位 開 放 端 部 （ ７ ） と 、
　 　 　 上 記 近 位 端 部 か ら 流 体 出 口 ま で 長 手 方 向 に 延 在 す る 少 な く と も 一 本 の 流 体 チ ャ ネ ル
（ ２ ３ ） と 、
　 を 備 え た 長 寸 管 状 部 材 （ ４ ） と 、
　 ｂ ） 上 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 上 記 近 位 端 部 （ ６ ） に 接 続 さ れ た 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） で あ っ
て 、
　 　 　 第 １ 内 視 鏡 器 具 （ ２ ） を 受 容 す る に 適 し た 近 位 開 放 端 部 （ ８ ） と 、
　 　 　 上 記 流 体 チ ャ ネ ル （ ２ ３ ） と 連 通 さ れ た 流 体 取 入 口 （ １ ６ ） と 、
　 　 　 流 体 吐 出 口 （ １ ７ ） と 、
　 を 備 え た 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） と を 備 え 、
　 上 記 管 状 部 材 お よ び 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト は 協 働 し て 、 上 記 第 １ 内 視 鏡 器 具 （ ２ ） の 少 な く
と も 一 部 を 外 装 す る た め に 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） の 上 記 近 位 開 放 端 部 （ ８ ） か ら 上 記 管
状 部 材 （ ４ ） の 上 記 遠 位 開 放 端 部 （ ７ ） ま で 延 在 す る 第 １ 内 部 案 内 通 路 （ １ ０ ） を 画 成 し
、 且 つ 、
　 上 記 管 状 部 材 （ ４ ） と 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） と の 間 の 接 続 は 、 該 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ）
に 関 す る 該 管 状 部 材 （ ４ ） の 軸 回 転 を 許 容 す る 、
　 内 視 鏡 器 具 （ ２ ） に 適 し た シ ー ス ・ デ バ イ ス （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） は 更 に 、 前 記 近 位 端 部 （ ６ ） の 近 傍 の 箇 所 （ １ ２ ） か ら 又 は 該 近 位
端 部 （ ６ ） か ら 該 管 状 部 材 （ ４ ） の 前 記 遠 位 端 部 （ ７ ） ま で 実 質 的 に 長 手 方 向 に 延 在 す る
第 ２ 案 内 通 路 （ １ １ ） で あ っ て 第 ２ 内 視 鏡 器 具 （ ３ ） を 受 容 か つ 案 内 す る に 適 し た 第 ２ 案
内 通 路 （ １ １ ） を 備 え て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ 案 内 通 路 （ １ １ ） は 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 前 記 近 位 端 部 （ ６ ） に 近 接 し て 取 入
口 （ １ ４ ） を 備 え 、 該 取 入 口 （ １ ４ ） は 上 記 管 状 部 材 の 外 側 面 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項
２ 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 取 入 口 （ １ ４ ） は 前 記 器 具 （ ３ ） を 前 記 通 路 内 へ と 案 内 す る た め に 実 質 的 に 円 錐 形
状 と さ れ る 、 請 求 項 ３ 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） は 使 い 捨 て 可 能 （ す な わ ち 一 回 限 り の 使 用 ） で あ る 、 請 求 項 １ 乃 至
４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） は 使 い 捨 て 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載
の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） お よ び 前 記 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） は 相 互 に 固 定 接 続 さ れ る 、 請 求 項 １
乃 至 ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） お よ び 前 記 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） は 相 互 に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る 、 請
求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 流 体 出 口 （ １ ３ ） は 前 記 遠 位 端 部 （ ７ ） の 近 傍 ま た は 該 遠 位 端 部 （ ７ ） 内 に 配 置 さ
れ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 流 体 吐 出 口 （ １ ７ ） は 、 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） 内 を 長 手 方 向 に 延 在 す る 内 部 通 路 を 介
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し て 該 管 状 部 材 （ ４ ） の 前 記 開 放 遠 位 端 部 （ ７ ） と 連 通 す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ９ の い ず れ か
一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 内 部 通 路 は 前 記 第 １ 内 部 案 内 通 路 （ １ ０ ） の 一 部 で あ る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の デ バ イ
ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 案 内 通 路 （ １ ０ 、 １ １ ） お よ び 前 記 流 体 チ ャ ネ ル （ １ ０ ） は 相 互 に 対 し て 実 質 的 に
平 行 に 延 在 す る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ 内 部 案 内 通 路 （ １ ０ ） の 中 心 線 は 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 中 心 線 と 一 致 す る 、 先
行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 ２ 内 視 鏡 器 具 は ニ ー ド ル （ ３ ） か ら 成 る 、 請 求 項 ２ 乃 至 １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記
載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ 内 視 鏡 器 具 は 光 フ ァ イ バ ・ プ ロ ー ブ か ら 成 る 、 請 求 項 ２ 乃 至 １ ４ の い ず れ か 一
項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） は 、 ４ ５ ° ま た は ９ ０ ° な ど の 如 く 、 前 記 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） に 関
し て ０ ° ～ ３ ６ ０ ° の 角 度 範 囲 内 で 回 転 可 能 で あ る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 流 体 取 入 口 （ １ ６ ） は 、 前 記 流 体 チ ャ ネ ル （ ２ ３ ） を 通 し て 前 記 流 体 出 口 （ １ ３ ）
か ら 吐 出 す べ く 清 浄 水 を 圧 流 さ せ る た め に 水 リ ザ ー バ に 接 続 さ れ る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ
か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 流 体 吐 出 口 （ １ ７ ） は 、 内 部 器 官 か ら 前 記 内 部 通 路 （ １ ０ ） を 介 し て 廃 水 を 排 出 す
る た め の 水 タ ン ク に 接 続 さ れ る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） は 、 更 な る 内 視 鏡 器 具 の た め に 長 手 方 向 に 延 在 す る ２ 本 も し く は ３
本 の 案 内 通 路 を 備 え る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 前 記 遠 位 端 部 （ ７ ） の 近 傍 の 外 径 は 、 ７ ～ ８ ｍ ｍ の 如 く 、 １ ０ ～
１ ５ ｍ ｍ の 如 く 、 ５ ～ ２ ０ ｍ ｍ で あ る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 長 手 方 向 に 直 交 す る 断 面 は 実 質 的 に 楕 円 形 状 ま た は 実 質 的 に 円 形
状 で あ る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 長 さ は 、 １ ５ ～ ３ ０ ｃ ｍ の 如 く 、 １ ０ ～ ３ ５ ｃ ｍ の 如 く 、 ５ ～ ４
０ ｃ ｍ で あ る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 流 体 チ ャ ネ ル （ ２ ３ ） お よ び 案 内 通 路 （ １ ０ 、 １ １ ） の 内 の ひ と つ 以 上 は 、 前 記 管
状 部 材 の 内 側 部 に 位 置 さ れ た 着 脱 可 能 な 壁 体 部 材 に よ り 提 供 さ れ る 、 請 求 項 ２ 乃 至 ２ ２ の
い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 前 記 遠 位 端 部 （ ７ ） は 、 前 記 第 ２ 内 視 鏡 器 具 の 遠 位 端 部 を 案 内 す
る た め に 内 方 に 延 在 す る 円 周 方 向 膨 出 部 を 備 え る 、 請 求 項 ２ 乃 至 ２ ３ の い ず れ か 一 項 に 記
載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 １ 内 視 鏡 器 具 （ ２ ） は 、 膀 胱 鏡 ま た は 胃 鏡 ま た は 尿 管 鏡 ま た は 切 除 用 内 視 鏡 ま た
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は 関 節 鏡 ま た は テ レ ス コ ー プ ま た は 閉 塞 具 か ら 成 る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 第 １ 内 視 鏡 器 具 （ ２ ） は 、 た と え ば 内 部 組 織 も し く は 器 官 な ど を 視 認 す る た め の カ
メ ラ ・ レ ン ズ を 備 え る 、 請 求 項 １ 乃 至 ２ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 レ ン ズ は 使 い 捨 て 可 能 （ 一 回 限 り の 使 用 ） で あ る 、 請 求 項 ２ ６ 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 前 記 遠 位 端 部 （ ７ ） は 前 記 レ ン ズ の 遠 位 端 部 を 越 え る 、 請 求 項 ２
６ ま た は ２ ７ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 洗 流 ユ ニ ッ ト は 、 洗 流 を オ ン ・ オ フ 切 換 え ／ 投 入 す る た め に 前 記 取 入 口 お よ び ／ ま
た は 吐 出 口 の 近 傍 に 位 置 さ れ た 栓 を 備 え る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス
。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 人 間 な ど の 哺 乳 動 物 の 身 体 の 検 査 に 使 用 さ れ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記
載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 人 間 な ど の 哺 乳 動 物 の 身 体 の 手 術 治 療 に 使 用 さ れ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項
に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 人 間 な ど の 哺 乳 動 物 の 身 体 の 検 査 に 対 す る 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ
バ イ ス の 使 用 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 人 間 な ど の 哺 乳 動 物 の 身 体 の 手 術 治 療 に 対 す る 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載
の デ バ イ ス の 使 用 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 哺 乳 動 物 の
身 体 の 内 部 器 官 を 治 療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 哺 乳 動 物 の
身 体 の 内 部 器 官 を 検 査 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 泌 尿 生 殖 器
を 治 療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 泌 尿 生 殖 器
を 検 査 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 哺 乳 動 物 に
お け る 咬 合 関 節 を 治 療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 尿 失 禁 を 治
療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 肛 門 失 禁 を
治 療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 肛 門 失 禁 を
治 療 す る 方 法 。
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【 請 求 項 ４ ２ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 膀 胱 尿 管 逆
流 現 象 を 治 療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 逆 流 性 食 道
炎 を 治 療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 関 節 炎 を 治
療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 腱 炎 を 治 療
す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 系 統 的 検 査
を 実 施 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 人 体 内 に 構
成 物 質 を 注 入 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 Ｉ ） 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス と 、 Ｉ Ｉ ） 人 体 内 へ の 注 入 に 適
し た 構 成 物 質 と を 備 え た 、 キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 構 成 物 質 は 、 シ リ コ ー ン ； ヒ ア ル ロ ン 酸 ； ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド ヒ ド ロ ゲ ル ； ソ ー ヤ
； 変 性 ア ル ギ ン 酸 塩 な ど の ア ル ギ ン 酸 塩 ； ゲ ラ ン ゴ ム な ど の 微 生 物 性 多 糖 類 ； カ ラ ゲ ナ ン
な ど の 植 物 多 糖 類 ； ヒ ア ル ロ ン 酸 ； ポ リ エ チ レ ン オ キ シ ド ／ ポ リ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル の
ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 ； フ ィ ブ リ ン 、 コ ラ ー ゲ ン お よ び ゼ ラ チ ン な ど の 蛋 白 質 ； ポ リ エ チ レ ン
オ キ シ ド お よ び ポ リ ア ク リ ル 酸 の 混 合 物 ； 架 橋 キ ト サ ン ； 光 化 学 的 に 架 橋 さ れ た エ チ レ ン
性 不 飽 和 原 子 団 ； Ｐ Ｅ Ｇ － オ リ ゴ ラ ク チ ル － ア ク リ レ ー ト 、 ポ リ エ チ レ ン ミ ン 、 ポ リ リ シ
ン 、 ポ リ （ ビ ニ ル ア ミ ン ） お よ び ポ リ （ ア リ ル ア ミ ン ） な ど の マ ク ロ マ ； か ら 成 る 群 か ら
選 択 さ れ る 、 請 求 項 ４ ８ 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 構 成 物 質 は ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド お よ び そ の 誘 導 体 で あ る 、 請 求 項 ４ ８ 記 載 の キ ッ ト
。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド は 架 橋 さ れ た ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド で あ る 、 請 求 項 ５ ０ 記 載 の キ ッ ト
。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 架 橋 さ れ た ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド は メ チ レ ン － ビ ス － ア ク リ ル ア ミ ド か ら 調 製 さ れ る
、 請 求 項 ５ １ 記 載 の キ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 カ テ ー テ ル も し く は 膀 胱 鏡 な ど の 内 視 鏡 的 デ バ イ ス に 適 し た シ ー ス ・ デ バ イ
ス （ ｓ ｈ ｅ ａ ｔ ｈ 　 ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ ） で あ っ て 、 任 意 の 光 学 デ バ イ ス 上 に 取 付 け ら れ た と き
に 、 医 師 が 上 記 内 視 鏡 的 デ バ イ ス を 容 易 に 操 作 し 乍 ら 開 口 部 内 を 又 は 切 開 部 を 介 し て 検 査
も し く は 処 置 を 行 う こ と を 許 容 す る と い う シ ー ス ・ デ バ イ ス に 関 す る 。 上 記 デ バ イ ス は 、
光 学 デ バ イ ス も し く は 流 体 取 入 ／ 吐 出 デ バ イ ス の 固 定 位 置 を 維 持 し 乍 ら 、 可 変 的 位 置 に お
け る 目 標 器 官 も し く は 組 織 に 対 す る 作 用 物 質 の 投 与 を 許 容 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-506463 A 2007.3.22



　 医 療 実 務 に お い て は 、 検 査 を 目 的 と す る か 手 術 処 置 を 目 的 と す る か に 関 わ ら ず 、 該 実 務
に お い て 使 用 さ れ る デ バ イ ス に よ れ ば 、 医 師 は 患 者 の 器 官 お よ び 内 腔 に 対 し て 容 易 に 干 渉
し 得 ね ば な ら な い 。 取 り 扱 い も し く は 操 作 が 面 倒 な デ バ イ ス は 不 首 尾 な 手 術 処 置 お よ び 誤
診 に 帰 着 し 、 特 に 患 者 が 麻 酔 を か け ら れ て い な い 場 合 に は 患 者 の 相 当 な 不 快 さ に 帰 着 し 得
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｕ Ｋ 　 ２ 　 ２ ８ ４ 　 １ ５ ８ は 、 外 側 シ ー ス と 、 該 外 側 シ ー ス 内 に 配 置 さ れ る と 共 に 該 外
側 シ ー ス に 関 し て 軸 心 移 動 可 能 な ニ ー ド ル 手 段 と か ら 成 る 注 入 カ テ ー テ ル を 開 示 し て い る
。 故 に 、 複 数 回 の 注 入 を 実 施 す る と き に は 、 上 記 ニ ー ド ル 手 段 の 縮 動 お よ び 上 記 外 側 シ ー
ス の 回 転 が 必 要 と さ れ る 。 更 に 、 上 記 デ バ イ ス に よ れ ば 医 療 処 置 の 間 に 視 覚 化 は 許 容 さ れ
な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｗ Ｏ 　 ９ ９ ／ ４ ７ ０ ６ ９ は 、 尿 失 禁 を 治 療 す る た め の 注 入 可 能 物 質 の 投 与 を 案 内 す る 器
具 を 開 示 し て い る 。 該 デ バ イ ス に よ る と 、 医 療 処 置 の 間 に お い て 可 変 的 位 置 で の 注 入 も 視
覚 化 も 許 容 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｕ Ｓ ５ ， ０ ２ ０ ， ５ １ ４ は 、 経 鼻 的 手 術 に 対 す る 内 視 鏡 を 開 示 し て い る 。 該 内 視 鏡 は 、
負 圧 の 供 給 源 と 洗 流 流 体 の 供 給 源 と を 接 続 ／ 接 続 解 除 す る た め の 切 換 え バ ル ブ を 取 入 れ た
ハ ン ド ル を 備 え た 外 側 シ ャ フ ト を 備 え て い る 。 上 記 外 側 シ ャ フ ト 内 に 挿 入 さ れ る 作 業 用 イ
ン サ ー ト は 、 該 作 業 用 イ ン サ ー ト の 基 部 に 接 続 さ れ て 光 学 シ ス テ ム を 受 容 す る シ ャ フ ト と
、 補 助 器 具 を 受 容 す る シ ャ フ ト と 、 夫 々 が ハ ン ド ル に よ り 可 動 と さ れ る ワ イ ヤ お よ び ロ ッ
ド に 対 す る ２ つ の 案 内 部 材 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Ｕ Ｓ ５ ， ２ ８ ７ ， ８ ４ ５ は 、 光 学 機 器 お よ び 手 術 器 具 を 非 回 転 的 に 支 持 す る 主 要 本 体 と
、 該 主 要 本 体 に 固 着 さ れ る と 共 に 上 記 光 学 機 器 お よ び 手 術 器 具 を 管 状 的 に 囲 繞 す る 外 側 管
と を 有 す る 経 尿 道 的 手 術 用 の 内 視 鏡 を 記 述 し て い る 。 上 記 外 側 管 は 、 残 り の 内 視 鏡 部 分 に
対 し て 回 転 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 Ｄ Ｅ 　 ４ ２ 　 ３ ７ 　 ８ ５ ０ は 、 医 療 用 途 の た め に ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド な ど の 流 体 ／ 医 薬
品 担 体 を 注 入 ／ 適 用 す る デ バ イ ス お よ び 方 法 を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 先 行 技 術 の 状 況 を 代 表 す る 更 な る デ バ イ ス は 、 Ｗ Ｏ 　 ９ ４ ／ ２ ８ ７ ８ ２ 、 Ｕ Ｓ 　 ４ ， ８
７ ７ ， ０ ３ ３ 、 Ｕ Ｓ 　 ５ ， ３ １ ３ ， ９ ３ ４ お よ び Ｕ Ｓ 　 ５ ， ３ ２ ０ ， ０ ９ １ に 記 述 さ れ て
い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 当 業 界 に お い て は 、 光 学 デ バ イ ス に 対 し て 取 付 け ら れ た と き に は 作 動 要 素 す な わ ち 患 者
と 接 触 す る 要 素 の 操 作 を 許 容 す る 一 方 、 手 術 室 に お い て 典 型 的 に は 固 定 ユ ニ ッ ト に 接 続 さ
れ た 他 の 要 素 は 不 動 の ま ま で あ る こ と を 許 容 す る デ バ イ ス に 対 す る 要 望 が 在 る 。 こ れ に よ
り 医 師 は 、 作 動 要 素 を 容 易 に 操 作 す る と 同 時 に 、 患 者 の 体 内 に 挿 入 さ れ た 要 素 と 患 者 と の
間 の 相 互 作 用 を 視 覚 的 に 認 識 し 得 る と 共 に 他 の 動 か し に く い 付 属 物 か ら 解 放 さ れ 得 る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 見 地 は 、
　 ａ ） 長 寸 管 状 部 材 （ ４ ） で あ っ て 、
　 　 　 近 位 端 部 （ ６ ） と 、
　 　 　 遠 位 開 放 端 部 （ ７ ） と 、
　 　 　 上 記 近 位 端 部 か ら 流 体 出 口 ま で 長 手 方 向 に 延 在 す る 少 な く と も 一 本 の 流 体 チ ャ ネ ル
（ ２ ３ ） と 、
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　 を 備 え た 長 寸 管 状 部 材 （ ４ ） と 、
　 ｂ ） 上 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 上 記 近 位 端 部 （ ６ ） に 接 続 さ れ た 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） で あ っ
て 、
　 　 　 第 １ 内 視 鏡 器 具 （ ２ ） を 受 容 す る に 適 し た 近 位 開 放 端 部 （ ８ ） と 、
　 　 　 上 記 流 体 チ ャ ネ ル （ ２ ３ ） と 連 通 さ れ た 流 体 取 入 口 （ １ ６ ） と 、
　 　 　 流 体 吐 出 口 （ １ ７ ） と 、
　 を 備 え た 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） と を 備 え 、
　 上 記 管 状 部 材 お よ び 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト は 協 働 し て 、 上 記 第 １ 内 視 鏡 器 具 （ ２ ） の 少 な く
と も 一 部 を 外 装 す る た め に 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） の 上 記 近 位 開 放 端 部 （ ８ ） か ら 上 記 管
状 部 材 （ ４ ） の 上 記 遠 位 開 放 端 部 （ ７ ） ま で 延 在 す る 第 １ 内 部 案 内 通 路 （ １ ０ ） を 画 成 し
、 且 つ 、
　 上 記 管 状 部 材 （ ４ ） と 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） と の 間 の 接 続 は 、 該 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ）
に 関 す る 該 管 状 部 材 （ ４ ） の 軸 回 転 を 許 容 す る 、
　 内 視 鏡 器 具 （ ２ ） に 適 し た シ ー ス ・ デ バ イ ス （ １ ） に 関 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 更 な る 見 地 は 、 人 間 な ど の 哺 乳 動 物 の 身 体 の 検 査 ま た は 手 術 治 療 に 対 す る 本 発
明 の 上 記 デ バ イ ス の 使 用 法 に 関 す る 。 本 発 明 は 同 様 に 、 上 記 デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含
む 、 哺 乳 動 物 の 身 体 の 内 部 器 官 を 治 療 ま た は 検 査 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 更 な る 見 地 は 、 本 発 明 の 上 記 デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 人 体 内 に 構 成 物
質 を 注 入 す る 方 法 に 関 す る 。 本 発 明 は 更 に 、 上 記 デ バ イ ス と 、 人 体 内 に 注 入 す る に 適 し た
構 成 物 質 で あ っ て ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド か ら 成 る ポ リ マ 性 ヒ ド ロ ゲ ル な ど の 構 成 物 質 と を 備
え た キ ッ ト に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 更 な る 見 地 は 、 人 間 な ど の 哺 乳 動 物 の 身 体 の 検 査 ま た は 手 術 治 療 に 使 用 さ れ る
デ バ イ ス に 関 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 非 作 動 要 素 を 不 動 に 維 持 し 乍 ら 、 手 術 お よ び ／ ま た は 診 断 の 間 に お い
て 医 師 が 作 動 要 素 を 操 作 す る こ と を 許 容 す る 内 視 鏡 的 デ バ イ ス を 提 供 す る に 在 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 目 的 は 、 必 要 な 殺 菌 が 最 小 限 で あ る と 共 に 使 い 捨 て 可 能 で あ る 内 視 鏡 機
器 の シ ー ス を 提 供 す る に 在 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 依 れ ば 、 上 記 目 的 は 、
　 ａ ） 長 寸 管 状 部 材 で あ っ て 、
　 　 　 近 位 端 部 と 、
　 　 　 遠 位 開 放 端 部 と 、
　 　 　 上 記 近 位 端 部 か ら 流 体 出 口 ま で 長 手 方 向 に 延 在 す る 少 な く と も 一 本 の 流 体 チ ャ ネ ル
と 、
　 を 備 え た 長 寸 管 状 部 材 と 、
　 ｂ ） 上 記 管 状 部 材 の 上 記 近 位 端 部 に 接 続 さ れ た 洗 流 ユ ニ ッ ト で あ っ て 、
　 　 　 第 １ 内 視 鏡 器 具 を 受 容 す る に 適 し た 近 位 開 放 端 部 と 、
　 　 　 上 記 流 体 チ ャ ネ ル と 連 通 さ れ た 流 体 取 入 口 と 、
　 　 　 流 体 吐 出 口 と 、
　 を 備 え た 洗 流 ユ ニ ッ ト と を 備 え 、
　 上 記 管 状 部 材 お よ び 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト は 協 働 し て 、 上 記 第 １ 内 視 鏡 器 具 の 少 な く と も 一
部 を 外 装 す る た め に 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト の 上 記 近 位 開 放 端 部 か ら 上 記 管 状 部 材 の 上 記 遠 位 開
放 端 部 ま で 延 在 す る 第 １ 内 部 案 内 通 路 を 画 成 し 、 且 つ 、
　 上 記 管 状 部 材 と 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト と の 間 の 接 続 は 、 該 洗 流 ユ ニ ッ ト に 関 す る 該 管 状 部 材
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の 軸 回 転 を 許 容 す る 、
　 内 視 鏡 器 具 に 適 し た シ ー ス ・ デ バ イ ス に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ” 内 部 器 官 （ ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｎ ａ ｌ 　 ｏ ｒ ｇ ａ ｎ ） ” と い う 語 句 は 、 体 腔 の 内 側 に 配 置 さ れ
た 器 官 、 組 織 ま た は 任 意 の 細 胞 構 造 を 意 味 す る こ と が 意 図 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ” 内 視 鏡 器 具 （ ｅ ｎ ｄ ｏ ｓ ｃ ｏ ｐ ｉ ｃ 　 ｉ ｎ ｓ ｔ ｒ ｕ ｍ ｅ ｎ ｔ ） ” と い う 語 句 は 、 人 体
の 内 腔 の 手 術 も し く は 診 断 の た め の 任 意 の 種 類 の 観 察 器 械 を 意 味 す る こ と が 意 図 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 好 適 実 施 例 に お い て 上 記 長 寸 管 状 部 材 お よ び 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト は 各 々 、 該 ２ 個 の 要 素 が
相 互 に 接 続 さ れ た と き に 上 記 第 １ 内 部 通 路 を 協 働 し て 画 成 す る 内 部 案 内 通 路 を 備 え る 。 故
に 上 記 第 １ 内 視 鏡 器 具 は 、 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト の 近 位 開 放 端 部 を 介 し て 受 容 さ れ る と 共 に 上
記 案 内 通 路 内 へ と 押 圧 挿 入 さ れ 得 る 。 上 記 第 １ 内 視 鏡 器 具 は 手 術 ま た は 診 断 の 間 に お い て
内 部 組 織 ま た は 器 官 を 視 認 す る た め の レ ン ズ と さ れ 得 る と 共 に 、 該 器 具 は テ レ ビ ／ 画 面 に
接 続 さ れ 得 る カ メ ラ に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 管 状 部 材 は 、 身 体 の 内 側 に 位 置 さ れ る べ き 内 視 鏡 器 具 の 少 な く と も 一 部 を 外 装 し 、
該 一 部 を 外 装 し 乍 ら 、 上 記 管 状 部 材 の 上 記 開 放 遠 位 端 部 は た と え ば 身 体 に お け る 内 腔 を 通
し て 上 記 組 織 ま た は 器 官 へ と 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 管 状 部 材 の 側 壁 は 、 た と え ば 尿 道 、 膣 ま た は 直 腸 な ど の 内 腔 に 導 入 さ れ た と き に 患
者 に 対 す る 痛 覚 を 可 及 的 に 少 な く す る た め に 、 円 滑 な 外 側 面 を 有 し 得 る 。 好 適 に は 、 上 記
管 状 部 材 の 長 手 方 向 に 直 交 す る 断 面 は 実 質 的 に 円 形 状 と さ れ 得 る が 、 そ れ は 実 質 的 に 楕 円
形 状 と も さ れ 得 る 。 上 記 管 状 部 材 全 体 、 ま た は 、 （ 遠 位 端 部 か ら 測 定 さ れ た ） 該 管 状 部 材
の 例 え ば ５ ～ １ ５ ｃ ｍ の 部 分 で あ っ て 身 体 に 導 入 さ れ る べ き 部 分 は 、 円 形 状 ま た は 楕 円 形
状 の 外 側 断 面 を 有 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 管 状 部 材 の 直 径 は 、 内 視 鏡 検 査 法 の 種 類 に 依 存 し て ３ ｍ ｍ か ら １ ５ ｍ ｍ ま で の 様 に
異 な り 得 る 。 失 禁 の 治 療 に 対 し 、 尿 道 を 介 し て 導 入 さ れ る べ き 部 分 の 直 径 は 好 適 に は ７ ～
８ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 同 様 に 、 上 記 管 状 部 材 の 長 さ は 内 視 鏡 検 査 法 の 種 類 に 依 存 し て 変 化 し 得 る こ と か ら 、 該
長 さ は た と え ば 、 １ ５ ～ ２ ０ ｃ ｍ の 如 く 、 １ ０ ～ ２ ５ ｃ ｍ の 如 く 、 ５ ～ ３ ０ ｃ ｍ と さ れ 得
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 洗 流 ユ ニ ッ ト は 、 好 適 に は 上 記 遠 位 端 部 の 近 傍 ま た は 上 記 遠 位 端 部 内 に 配 置 さ れ た 上 記
流 体 出 口 を 通 し て 水 （ ま た は 他 の 流 体 ） の 洗 流 を 提 供 す べ く 配 置 さ れ る 。 上 記 洗 流 は 、 た
と え ば 手 術 の 間 に 身 体 か ら 除 去 さ れ た 組 織 も し く は 骨 組 織 部 分 を 洗 流 す る た め に 、 ま た は
、 失 禁 に 対 す る 手 術 の 際 に 膀 胱 を 洗 流 す る た め に 使 用 さ れ 得 る 。 上 記 流 体 チ ャ ネ ル は 好 適
に は 上 記 内 部 案 内 通 路 と 上 記 管 状 部 材 の 側 壁 と の 間 に 載 置 さ れ る が 、 そ れ は 上 記 管 状 部 材
の 上 記 内 部 案 内 通 路 の 内 側 に 別 個 に 載 置 さ れ 得 る 。 上 記 吐 出 口 の 直 径 は 、 上 記 取 入 口 の 直
径 よ り 大 寸 と さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 た と え ば 上 記 シ ー ス ・ デ バ イ ス が 肛 門 失 禁 の 治 療 に 使 用 さ れ る 場 合 、 直 腸 内 に 水 を 圧 流
さ せ る 必 要 は な い こ と か ら 、 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト は 取 り 外 さ れ 得 る 。 故 に 、 こ の 場 合 に 上 記
シ ー ス ・ デ バ イ ス は 上 記 内 視 鏡 器 具 に 対 し て 直 接 的 に 回 転 的 に 接 続 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 流 体 出 口 は 好 適 に は 上 記 遠 位 開 放 端 部 に 位 置 さ れ る が 、 代 替 的 に そ れ は 上 記 管 状 部
材 の 上 記 遠 位 開 放 端 部 の 近 傍 に て 上 記 側 壁 に 配 備 さ れ た 一 個 以 上 の 孔 か ら 成 り 得 る こ と か
ら 、 水 は 、 上 記 管 状 部 材 の 長 手 方 向 に 関 し て 所 定 角 度 に て 該 管 状 部 材 を 出 射 す る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 管 状 部 材 お よ び 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト は 好 適 に は 相 互 に 対 し て （ 依 然 と し て 回 転 可 能 で
あ り 乍 ら も ） 固 定 さ れ る が 、 そ れ ら は 該 ２ 個 の 要 素 自 体 が 分 離 さ れ 得 る 様 に 着 脱 可 能 に 接
続 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 好 適 実 施 例 に お い て 、 上 記 管 状 部 材 は 更 に 、 上 記 近 位 端 部 の 近 傍 の 箇 所 か ら 又
は 該 近 位 端 部 か ら 該 管 状 部 材 の 上 記 遠 位 端 部 ま で 実 質 的 に 長 手 方 向 に 延 在 す る 第 ２ 案 内 通
路 で あ っ て 第 ２ 内 視 鏡 器 具 を 受 容 か つ 案 内 す る に 適 し た 第 ２ 案 内 通 路 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 第 ２ 案 内 通 路 は 上 記 管 状 部 材 内 に 位 置 さ れ る こ と か ら 、 そ れ は 、 上 記 第 １ 内 視 鏡 器
具 お よ び 洗 流 ユ ニ ッ ト に 関 し て 上 記 第 ２ 内 視 鏡 器 具 の 回 転 を 許 容 す る 。 こ れ は 手 術 の 間 に
お け る 重 要 な 利 点 で あ る 、 と 言 う の も 、 内 視 鏡 手 術 で は 、 手 術 の 間 に お い て 身 体 の 内 側 に
位 置 さ れ る 複 数 の 器 具 の 内 の 一 個 以 上 の 器 具 の 移 動 お よ び 回 転 が 必 要 と さ れ る が 、 こ れ は
制 御 が 複 雑 と な り 得 る か ら で あ る 。 上 記 第 ２ 案 内 通 路 は 別 個 に 回 転 さ れ 得 る こ と か ら 、 医
師 は 上 記 第 ２ 器 具 を ひ と つ の 組 織 領 域 か ら 別 の 組 織 領 域 へ と 移 動 す る と き に 、 上 記 洗 流 ユ
ニ ッ ト お よ び 第 １ 内 視 鏡 器 具 は 動 か さ ず に 、 該 第 ２ 器 具 と 共 に 上 記 管 状 部 材 を 動 か す こ と
の み が 必 要 と さ れ る 。 こ れ に よ り 、 上 記 機 器 の 取 り 扱 い は 更 に 容 易 と な り 、 患 者 に 対 す る
痛 覚 的 操 作 は 更 に 少 な く な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 特 に 、 上 記 第 ２ 案 内 通 路 は 、 失 禁 に 対 し て 患 者 を 治 療 す る と き に 有 用 で あ る 。 す な わ ち
こ の 治 療 は 、 膀 胱 頚 部 の 近 傍 に お い て 尿 道 の 異 な る 組 織 領 域 に 充 填 剤 を 注 入 す る 段 階 を 備
え る 。 そ の 場 合 に 上 記 第 １ 器 具 は レ ン ズ を 備 え 得 る と 共 に 上 記 第 ２ 器 具 は 組 織 に 導 入 さ れ
る べ き ニ ー ド ル を 備 え 得 る も の で あ り 、 尿 道 を 通 し て 膀 胱 内 へ と 上 記 管 状 部 材 を 導 入 す る
と き に 該 ニ ー ド ル は 上 記 第 ２ 案 内 通 路 内 へ と 案 内 さ れ る 。 上 記 ニ ー ド ル は 組 織 領 域 と 注 入
さ れ た 充 填 剤 と の 中 へ 導 入 さ れ 、 且 つ 、 も し 医 師 が 別 の 組 織 領 域 に 充 填 剤 を 注 入 す る こ と
を 望 む な ら 、 医 師 は 単 に 上 記 ニ ー ド ル を 組 織 か ら 縮 動 し 、 レ ン ズ お よ び 洗 流 ユ ニ ッ ト を 移
動 さ せ ず に 上 記 管 状 部 材 を 回 転 さ せ 、 上 記 ニ ー ド ル を 別 の 組 織 領 域 に 導 入 す る 。 故 に 医 師
は 、 身 体 の 内 側 に て （ 上 記 管 状 部 材 に よ り ） 上 記 ニ ー ド ル を 移 動 す る 間 、 上 記 レ ン ズ を 同
一 配 向 に 維 持 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 管 状 部 材 は 、 ４ ５ ° ま た は ９ ０ ° な ど の 如 く 、 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト に 関 し て ０ ° ～ ３
６ ０ ° の 角 度 範 囲 内 で 回 転 可 能 と さ れ 得 る 。 上 記 管 状 部 材 と 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト と の 間 の 接
続 は 、 上 記 管 状 部 材 と 、 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト ＋ 上 記 第 １ 器 具 と の 間 の 軸 角 度 回 転 （ ａ ｘ ｉ ａ
ｌ ｌ ｙ 　 ａ ｎ ｇ ｕ ｌ ａ ｒ 　 ｒ ｏ ｔ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 表 す 表 示 手 段 を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 好 適 に は 、 上 記 第 ２ 案 内 通 路 は 上 記 管 状 部 材 の 上 記 近 位 端 部 に 近 接 し て 取 入 口 を 備 え 、
該 取 入 口 は 上 記 管 状 部 材 の 外 側 面 に 配 置 さ れ て い る 。 上 記 取 入 口 は 、 上 記 第 ２ 器 具 を 上 記
通 路 内 へ と 更 に 良 好 に 案 内 す る た め に 実 質 的 に 円 錐 形 状 と さ れ 得 る 。 上 記 取 入 口 は 、 上 記
器 具 に よ り 貫 通 さ れ る べ き 貫 通 可 能 シ ー ル を 備 え 得 る 。 好 適 に は 上 記 取 入 口 は 、 ゴ ム 製 の
円 錐 形 状 取 入 口 か ら 成 り 得 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 管 状 部 材 の 屈 曲 移 動 を 改 善 す る こ と に よ り 該 部 材 の 破 壊 を 防 止 す る た め に 、 該 管 状
部 材 は 、 そ の 上 記 近 位 端 部 か ら 、 上 記 遠 位 端 部 ま で 該 管 状 部 材 の 少 な く と も 一 部 に 沿 い 該
管 状 部 材 の 外 側 面 上 に 延 在 す る 複 数 の 補 強 リ ブ を 備 え 得 る 。 上 記 取 入 口 お よ び 上 記 第 ２ 案
内 通 路 は 、 上 記 複 数 の 補 強 リ ブ の 内 の ひ と つ の 補 強 リ ブ 内 に 取 入 れ ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 第 ２ 内 視 鏡 器 具 は 充 填 剤 ま た は 他 の 医 薬 を 注 入 す る ニ ー ド ル な ど の ニ ー ド ル を 備 え
得 る も の で あ り 、 該 ニ ー ド ル は そ の 長 さ の 相 当 の 部 分 に 亙 り 撓 曲 可 能 で あ る 。 該 ニ ー ド ル
は 、 組 織 を 融 除 お よ び ／ ま た は 貫 通 す る た め の 切 断 刃 を 有 す る 融 除 ニ ー ド ル と さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 代 替 的 に 上 記 第 ２ 器 具 は 、 内 部 組 織 の 手 術 の た め の 光 フ ァ イ バ ・ プ ロ ー ブ か ら 成 り 得 る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 好 適 に は 上 記 シ ー ス ・ デ バ イ ス は 、 必 要 な 殺 菌 時 間 を 可 及 的 に 短 く す る と い う 手 術 用 機
器 を 提 供 す る た め に 、 使 い 捨 て 可 能 （ 一 回 限 り の 使 用 ） と さ れ 得 る 。 同 様 に 上 記 洗 流 ユ ニ
ッ ト も ま た 、 特 に 上 記 管 状 部 材 お よ び 該 ユ ニ ッ ト が 相 互 に 固 定 接 続 さ れ る な ら 、 使 い 捨 て
可 能 と さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 使 い 捨 て 可 能 な シ ー ス ・ デ バ イ ス の 再 使 用 を 防 止 す る た め に 、 該 シ ー ス ・ デ バ イ ス
を た と え ば 圧 熱 滅 菌 器 内 に お け る 殺 菌 処 理 に 委 ね る と き に 破 壊 さ れ る と い う ゴ ム 製 シ ー ル
が 、 た と え ば 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト と 上 記 管 状 部 材 と の 間 に 配 備 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト は 、 除 去 さ れ た 組 織 も し く は 骨 組 織 部 分 を 洗 い 流 す べ く 身 体 の 内 部 器
官 内 へ と 水 を 圧 流 さ せ る た め に 配 備 さ れ る 。 上 記 流 体 取 入 口 は 、 上 記 流 体 チ ャ ネ ル を 通 し
て 清 浄 水 を 上 記 流 体 出 口 か ら 器 官 内 へ と 圧 流 さ せ る た め に 、 可 撓 管 を 介 し て 水 リ ザ ー バ に
接 続 さ れ 得 る 。 上 記 吐 出 口 も ま た 、 上 記 内 部 通 路 を 介 し て 内 部 器 官 か ら 汚 水 を 排 出 す る た
め に 別 の 水 リ ザ ー バ に 対 し て 可 撓 管 を 介 し て 接 続 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 流 体 吐 出 口 は 、 上 記 管 状 部 材 内 を 長 手 方 向 に 延 在 す る 内 部 通 路 を 介 し て 該 管 状 部 材
の 上 記 開 放 遠 位 端 部 と 連 通 さ れ 得 る 。 好 適 に は 上 記 内 部 通 路 は 上 記 管 状 部 材 の 上 記 第 １ 案
内 内 部 案 内 通 路 に よ り 構 成 さ れ 、 そ の 直 径 は 、 そ の 内 部 に 導 入 さ れ た 上 記 内 視 鏡 器 具 の 直
径 よ り も 大 き い 。 故 に 汚 水 は 、 上 記 内 視 鏡 器 具 の 外 側 面 に 沿 い 上 記 遠 位 開 放 端 部 へ と 流 れ
、 上 記 吐 出 口 か ら 流 出 し 得 る 。 代 替 的 に 上 記 吐 出 口 は 、 上 記 管 状 部 材 内 に 配 備 さ れ た 別 体
の 通 路 ／ 流 体 チ ャ ネ ル を 介 し て 上 記 遠 位 開 放 端 部 と 連 通 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 好 適 実 施 例 に お い て 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト は 、 内 側 管 と 、 該 内 側 管 と の 間 の ス ペ ー ス を 以 て
該 内 側 管 を 囲 繞 す る 外 側 管 と を 備 え る 。 上 記 取 入 口 は 上 記 外 側 管 と 内 側 管 と の 間 に 生 成 さ
れ た 上 記 ス ペ ー ス に 接 続 さ れ る と 共 に 、 上 記 吐 出 口 は 上 記 内 側 管 の 内 側 の ス ペ ー ス に 接 続
さ れ る 。 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト を 上 記 管 状 部 材 と 共 に 組 立 て る と き 、 上 記 内 側 管 は 上 記 第 １ 案
内 通 路 に 接 続 さ れ 、 且 つ 、 上 記 外 側 管 は 上 記 単 一 も し く は 複 数 の 流 体 チ ャ ネ ル に 接 続 さ れ
る 。 故 に 、 た と え ば 膀 胱 お よ び ／ ま た は 尿 道 を 洗 流 す る と き 、 上 記 管 状 部 材 の 上 記 遠 位 端
部 を 出 射 す る 流 体 は 、 上 記 第 １ 内 部 案 内 通 路 に 吸 引 力 を 提 供 す る こ と な く 、 該 第 １ 通 路 内
へ と 戻 り 排 出 さ れ る 。 こ れ は 、 洗 流 お よ び 吸 引 が 別 個 に 作 動 開 始 さ れ る と い う 先 行 技 術 に
記 述 さ れ た デ バ イ ス よ り も 相 当 に 高 速 な プ ロ セ ス で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 但 し 、 膀 胱 お よ び ／ ま た は 尿 道 か ら 流 体 が 吸 引 さ れ る 様 に 、 上 記 第 １ 案 内 通 路 内 に は 吸
引 力 が 提 供 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト の 上 記 第 １ 内 部 案 内 通 路 は 上 記 内 側 管 の 内 側 で 同 延 に 配 置 さ れ 得 る こ
と か ら 、 こ の 通 路 は 、 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト を 上 記 管 状 部 材 に 対 し て 接 続 す る と き に 該 管 状 部
材 の 上 記 内 部 案 内 通 路 に 接 続 さ れ る 。 故 に 、 上 記 第 １ 内 視 鏡 器 具 の 少 な く と も 一 部 を 外 装
す る た め に 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト の 上 記 近 位 開 放 端 部 か ら 上 記 管 状 部 材 の 上 記 遠 位 開 放 端 部 ま
で 長 手 方 向 に 延 在 す る 上 記 第 １ 内 部 案 内 通 路 が 画 成 さ れ る が 、 請 求 項 １ を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト の 上 記 近 位 開 放 端 部 は 、 上 記 第 １ 内 視 鏡 器 具 を 上 記 内 部 案 内 通 路 内 へ
と 受 容 か つ 案 内 す る に 適 し て い る 。 上 記 内 視 鏡 器 具 に 対 す る 緊 密 な 接 続 を 実 現 す る た め に
、 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト の 上 記 近 位 開 放 端 部 内 に は シ ー ル 手 段 が 配 備 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 第 １ お よ び 第 ２ 案 内 通 路 お よ び 上 記 流 体 チ ャ ネ ル は 好 適 に は 、 相 互 に 対 し て 実 質 的
に 平 行 に 延 在 す る 。 上 記 管 状 部 材 を そ の 長 手 方 向 に 直 交 す る 断 面 で 見 た と き に そ れ は ハ ニ
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カ ム 状 の 断 面 を 有 し 得 る も の で あ り 、 そ の 場 合 に 上 記 第 １ 案 内 通 路 は 中 央 （ 上 記 管 状 部 材
の 中 心 線 上 ） に 配 備 さ れ 且 つ 上 記 流 体 チ ャ ネ ル 、 第 ２ 案 内 通 路 ま た は 更 な る 案 内 通 路 は 上
記 第 １ 案 内 通 路 と 上 記 管 状 部 材 の 側 壁 と の 間 に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 シ ー ス ・ デ バ イ ス は 製 造 が 容 易 で あ る こ と か ら 、 上 記 流 体 チ ャ ネ ル お よ び 各 案 内 通
路 は 、 上 記 管 状 部 材 の 内 側 に 位 置 さ れ る 着 脱 可 能 な 壁 体 部 材 で あ っ て 該 管 状 部 材 と 同 時 に
は 成 形 さ れ ず に 後 に 該 管 状 部 材 内 に 挿 入 さ れ る と い う 着 脱 可 能 な 壁 体 部 材 に よ り 提 供 さ れ
得 る 。 上 記 着 脱 可 能 な 壁 体 部 材 は 上 記 管 状 部 材 の 上 記 側 壁 と 協 働 し て 、 上 記 流 体 チ ャ ネ ル
お よ び 各 通 路 を 画 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 管 状 部 材 は 、 更 な る 内 視 鏡 器 具 の た め に 長 手 方 向 に 延 在 す る ２ 本 も し く は ３ 本 の 案
内 通 路 を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 管 状 部 材 の 上 記 遠 位 端 部 は 、 上 記 第 ２ 内 視 鏡 器 具 の 、 特 に 上 述 の 可 撓 ニ ー ド ル の 遠
位 端 部 を 案 内 す る た め に 内 方 に 延 在 す る 円 周 方 向 膨 出 部 を 備 え 得 る 。 上 記 膨 出 部 は 失 禁 に
対 す る 上 記 治 療 に 関 し て 有 用 で あ る 、 と 言 う の も 、 上 記 ニ ー ド ル の 遠 位 端 部 は ニ ー ド ル 先
端 の 更 に 良 好 な 制 御 を 提 供 す る た め に 屈 曲 さ れ 得 る か ら で あ る 。 上 記 膨 出 部 は 、 上 記 ニ ー
ド ル の 遠 位 端 部 が 上 記 管 状 部 材 の 中 心 線 に 関 し て ５ ～ ４ ５ ° の 角 度 に て 該 管 状 部 材 か ら 出
現 し 得 る 如 く 、 上 記 ニ ー ド ル の 遠 位 端 部 を 屈 曲 さ せ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 内 視 鏡 手 術 ／ 診 断 の 種 類 に 依 存 し て 、 上 記 シ ー ス ・ デ バ イ ス は 異 な る 種 類 の 内 視 鏡 器 具
に 適 合 可 能 と さ れ 得 る 。 上 記 第 １ 内 部 案 内 通 路 内 へ と 導 入 さ れ る べ き 器 具 は 、 膀 胱 鏡 ま た
は 胃 鏡 ま た は 尿 管 鏡 ま た は 切 除 用 内 視 鏡 ま た は 関 節 鏡 ま た は テ レ ス コ ー プ （ ｔ ｅ ｌ ｅ ｓ ｃ
ｏ ｐ ｅ ） ま た は 閉 塞 具 か ら 成 り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 第 １ 内 視 鏡 器 具 は ま た 、 た と え ば 内 部 組 織 も し く は 器 官 な ど を 視 認 す る た め の カ メ
ラ ・ レ ン ズ を 備 え 得 る 。 上 記 レ ン ズ は カ メ ラ に 接 続 さ れ る こ と か ら 、 医 師 は 身 体 の 内 側 を
画 面 上 で 視 認 し 得 る 。 上 記 第 ２ 案 内 通 路 に よ れ ば 医 師 は 、 上 記 通 路 が た と え ば 上 記 ニ ー ド
ル な ど を 案 内 す る と き に 、 上 記 内 視 鏡 機 器 を 見 ず に 画 面 を 注 視 す る こ と の み が 必 要 で あ る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 記 レ ン ズ は 使 い 捨 て 可 能 （ 一 回 限 り の 使 用 ） と さ れ 得 る 。 こ の 目 的 の た め に 使 用 さ れ
る レ ン ズ の 形 式 は 、 軍 用 の ” 暗 視 ゴ ー グ ル ” で 使 用 さ れ る 種 類 の レ ン ズ で あ る 。 上 記 使 い
捨 て 可 能 レ ン ズ は 上 記 管 状 部 材 内 に 取 入 れ ら れ 得 る こ と か ら 、 医 師 は 、 手 術 に 必 要 な 内 視
鏡 器 具 に 対 し て シ ー ス ・ デ バ イ ス を 接 続 す る と 共 に 上 記 レ ン ズ を カ メ ラ に 対 し て 接 続 す る
こ と の み が 必 要 で あ る 。 手 術 の 後 、 上 記 レ ン ズ が 取 入 れ ら れ た 上 記 シ ー ス ・ デ バ イ ス は 捨
て ら れ 、 殺 菌 処 理 は 省 略 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 好 適 に は 上 記 管 状 部 材 の 上 記 遠 位 端 部 は 上 記 レ ン ズ の 遠 位 端 部 を 越 え る こ と か ら 、 上 記
第 ２ 案 内 通 路 を 介 し て 器 具 を 導 入 す る と き に 医 師 は 、 該 器 具 が 組 織 も し く は 器 官 内 に 導 入
さ れ る 前 に 、 該 器 具 の 先 端 を 画 面 上 で 視 認 し 得 る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 失 禁 を 治 療 す る と き に 公 知 の 方 法 お よ び 機 器 は 視 覚 的 探 査 を 必 要 と す る が 、 こ の こ と は
、 医 師 が 膀 胱 頚 部 に お い て 治 療 さ れ る べ き 正 し い 箇 所 を 知 る 前 に 尿 の 流 出 を 視 認 す る 必 要
が あ る こ と を 意 味 す る 。 本 発 明 に 係 る 上 記 シ ー ス ・ デ バ イ ス は カ メ ラ ・ レ ン ズ お よ び 注 入
ニ ー ド ル の 両 方 の 同 時 使 用 を 許 容 す る こ と か ら 視 覚 的 探 査 は 省 略 さ れ る 、 と 言 う の も 、 医
師 は 治 療 さ れ る べ き 正 し い 箇 所 を テ レ ビ ／ 画 面 上 で 見 出 し 得 る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 記 シ ー ス ・ デ バ イ ス は 、 適 切 な プ ラ ス チ ッ ク 材 料 ま た は 金 属 で 作 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 概 略 的 に 重 要 な 本 発 明 の 見 地 は 、 本 発 明 の 上 記 デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 人 体 内
に 構 成 物 質 を 注 入 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 の 非 常 に 重 要 は 見 地 は 、 Ｉ ） 本 発 明 の 上 記 デ バ イ ス と 、 Ｉ Ｉ ） 人 体 内 へ の 注 入 に
適 し た 構 成 物 質 と を 備 え た キ ッ ト に 関 す る 。 上 記 構 成 物 質 は 、 シ リ コ ー ン ； ヒ ア ル ロ ン 酸
； ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド ヒ ド ロ ゲ ル ； ソ ー ヤ （ ｓ ｏ ｙ ａ ） ； 変 性 ア ル ギ ン 酸 塩 な ど の ア ル ギ
ン 酸 塩 ； ゲ ラ ン ゴ ム な ど の 微 生 物 性 多 糖 類 ； カ ラ ゲ ナ ン な ど の 植 物 多 糖 類 ； ヒ ア ル ロ ン 酸
； ポ リ エ チ レ ン オ キ シ ド ／ ポ リ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル の ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 ； フ ィ ブ リ ン 、
コ ラ ー ゲ ン お よ び ゼ ラ チ ン な ど の 蛋 白 質 ； ポ リ エ チ レ ン オ キ シ ド お よ び ポ リ ア ク リ ル 酸 の
混 合 物 ； 架 橋 キ ト サ ン ； 光 化 学 的 に 架 橋 さ れ た エ チ レ ン 性 不 飽 和 原 子 団 ； Ｐ Ｅ Ｇ － オ リ ゴ
ラ ク チ ル － ア ク リ レ ー ト 、 ポ リ エ チ レ ン ミ ン 、 ポ リ リ シ ン 、 ポ リ （ ビ ニ ル ア ミ ン ） お よ び
ポ リ （ ア リ ル ア ミ ン ） な ど の マ ク ロ マ ； か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 。 好 適 実 施 例 に お い て
、 上 記 構 成 物 質 は ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド お よ び そ の 誘 導 体 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 適 切 な 構 成 物 質 は 、 Ｍ ｅ ｔ ａ ｃ ｒ ｉ ｌ 、 Ｄ ｅ ｒ ｍ ａ ｇ ｅ ｎ 、 Ｅ ｖ ｏ ｌ ｕ ｔ ｉ ｏ ｎ （ 登 録
商 標 ） 、 Ｏ ｕ ｔ Ｌ ｉ ｎ ｅ （ 登 録 商 標 ） 、 Ｆ ｏ ｒ ｍ ａ ｃ ｒ ｙ ｌ （ 登 録 商 標 ） 、 Ａ ｒ ｇ ｉ ｆ ｏ
ｒ ｍ （ 登 録 商 標 ） 、 Ｂ ｉ ｏ ｆ ｏ ｒ ｍ ａ ｃ ｒ ｙ ｌ 、 Ｄ ｅ ｒ ｍ ａ Ｌ ｉ ｖ ｅ 、 Ｄ ｅ ｒ ｍ ａ Ｄ ｅ ｅ
ｐ （ 登 録 商 標 ） 、 Ａ ｍ ａ ｚ ｉ ｎ ｇ 　 Ｇ ｅ ｌ 、 Ｂ ｉ ｏ ｐ ｌ ａ ｓ ｔ ｉ ｑ ｕ ｅ （ 登 録 商 標 ） 、 Ａ
ｒ ｔ ｅ ｃ ｏ ｌ ｌ （ 登 録 商 標 ） 、 Ａ ｒ ｔ ｅ ｐ ｌ ａ ｓ ｔ （ 登 録 商 標 ） 、 Ｓ ｉ ｌ ｉ ｃ ｏ ｎ ｅ 　 Ｉ
ｎ ｊ ｅ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ｓ 、 Ｐ ｒ ｏ ｆ ｉ ｌ ｌ ま た は Ｐ ｒ ｏ ｆ ｉ ｌ 、 Ａ ｑ ｕ ａ ｍ ｉ ｄ （ 登 録 商 標 ）
、 Ｂ ｉ ｏ － Ａ ｌ ｃ ａ ｍ ｉ ｄ （ 商 標 ） 、 （ Ｂ ｉ ｏ ｆ ｏ ｒ ｍ に よ る ） Ｒ ａ ｄ ｉ ａ ｎ ｃ ｅ 、 ま た
は 、 そ の 誘 導 体 、 ま た は 、 本 質 的 に 同 一 の 化 学 組 成 の 構 成 物 質 か ら 選 択 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 述 べ ら れ た 如 く 好 適 実 施 例 に お い て 上 記 構 成 物 質 は 、 最 も 好 適 に は 、 架 橋 さ れ た 当 該 ポ
リ ア ク リ ル ア ミ ド が メ チ レ ン － ビ ス － ア ク リ ル ア ミ ド か ら 調 製 さ れ た と い う ポ リ ア ク リ ル
ア ミ ド お よ び そ の 誘 導 体 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 発 明 の 更 な る 見 地 は 、 人 間 な ど の 哺 乳 動 物 の 身 体 の 検 査 ま た は 手 術 治 療 に 使 用 さ れ る
デ バ イ ス に 関 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 発 明 の 更 な る 見 地 は 、 人 間 な ど の 哺 乳 動 物 の 身 体 の 検 査 ま た は 手 術 治 療 ま た は 診 断 処
理 に 対 す る 本 発 明 の デ バ イ ス の 使 用 法 に 関 す る 。 本 発 明 は 、 本 発 明 の 上 記 デ バ イ ス を 使 用
す る 段 階 を 含 む 、 哺 乳 動 物 の 身 体 の 内 部 器 官 を 治 療 ま た は 検 査 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 典 型 的 な 実 施 例 に お い て 、 本 発 明 の 方 法 は 、 本 発 明 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、
泌 尿 生 殖 器 を 治 療 、 検 査 ま た は 診 断 す る 方 法 に 関 す る 。 本 発 明 の 典 型 的 な 見 地 に お い て 本
発 明 は 、 本 発 明 の 上 記 デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 典 型 的 に は 女 性 に 関 し て 系 統 的 検
査 （ ｇ ｅ ｎ ｅ ａ ｌ ｏ ｇ ｉ ｃ ａ ｌ 　 ｅ ｘ ａ ｍ ｉ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 実 施 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 特 に 重 要 な 見 地 に お い て 、 本 発 明 は 、 本 発 明 の 上 記 デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 典 型
的 に は 尿 失 禁 ま た は 肛 門 失 禁 で あ る 失 禁 を 治 療 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 更 な る 見 地 に お い て 本 発 明 は 、 本 発 明 の 上 記 デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 哺 乳 動 物
に お け る 咬 合 関 節 を 治 療 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 更 な る 見 地 に お い て 本 発 明 は 、 本 発 明 の 上 記 デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 膀 胱 尿 管
逆 流 現 象 を 治 療 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 更 な る 見 地 に お い て 本 発 明 は 、 本 発 明 の 上 記 デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 逆 流 性 食
道 炎 を 治 療 す る 方 法 に 関 す る 。
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【 ０ ０ ６ ５ 】
　 更 な る 見 地 に お い て 本 発 明 は 、 本 発 明 の 上 記 デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 関 節 炎 を
治 療 す る 方 法 に 関 す る 。 同 様 に 、 更 な る 見 地 に お い て 本 発 明 は 、 本 発 明 の 上 記 デ バ イ ス を
使 用 す る 段 階 を 含 む 、 腱 炎 を 治 療 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 好 適 実 施 例 に お い て 本 発 明 の ヒ ド ロ ゲ ル は 、 尿 失 禁 お よ び 肛 門 失 禁 、 更 に 好 適 に は 尿 失
禁 の 治 療 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 尿 失 禁 は 、 ス ト レ ス 性 も し く は 反 射 性 の 尿 失 禁 ま た は 切 迫 尿 失 禁 で あ り 得 る 。 典 型 的 に
本 発 明 の 上 記 ヒ ド ロ ゲ ル は 、 ス ト レ ス 性 も し く は 反 射 性 の 尿 失 禁 の 治 療 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 発 明 の 更 な る 見 地 に お い て 、 本 発 明 の ヒ ド ロ ゲ ル は 体 内 プ ロ テ ー ゼ （ ｅ ｎ ｄ ｏ ｐ ｒ ｏ
ｔ ｈ ｅ ｓ ｉ ｓ ） の 調 製 に 使 用 さ れ る 。 故 に 本 発 明 の 更 な る 目 的 は 、 失 禁 お よ び 膀 胱 尿 管 逆
流 現 象 の 治 療 お よ び 予 防 の た め の 体 内 プ ロ テ ー ゼ を 調 製 す る た め に 当 該 ヒ ド ロ ゲ ル の 総 重
量 に 基 づ き 約 ０ ． ５ ～ ２ ５ 重 量 ％ の ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド を 含 む 上 記 の ヒ ド ロ ゲ ル の 使 用 法
に 関 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 上 記 体 内 プ ロ テ ー ゼ は 、 注 入 可 能 な 懸 濁 液 と し て 適 切 に 調 製 さ れ る 。 上 記 懸 濁 液 は 均 一
な 組 成 の ヒ ド ロ ゲ ル か ら 成 る 。 典 型 的 に は 、 上 記 懸 濁 液 に よ り 注 入 器 が 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 発 明 の 更 な る 見 地 は 、 当 該 ヒ ド ロ ゲ ル の 総 重 量 に 基 づ き ０ ． ５ ～ ２ ５ 重 量 ％ の ポ リ ア
ク リ ル ア ミ ド を 含 む ヒ ド ロ ゲ ル を 哺 乳 動 物 に 対 し て 投 与 す る 段 階 を 備 え る 、 失 禁 ま た は 膀
胱 尿 管 逆 流 現 象 を 治 療 ま た は 予 防 す る 方 法 に 関 す る 。 上 述 の 実 施 例 の 内 の 任 意 の 実 施 例 に
お い て 上 記 ヒ ド ロ ゲ ル は 、 本 発 明 の 方 法 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 上 記 ヒ ド ロ ゲ ル の 投 与 と 同 時 に 、 結 合 組 織 の 薄 層 が 上 記 体 内 プ ロ テ ー ゼ を 囲 繞 す る こ と
か ら 、 該 体 内 プ ロ テ ー ゼ は 結 合 組 織 の 安 定 部 分 と な る 。 上 記 ヒ ド ロ ゲ ル と 結 合 組 織 の 薄 層
と の 安 定 性 の 故 に 、 上 記 体 内 プ ロ テ ー ゼ は 患 者 か ら 取 り 外 さ れ 得 る 。 こ の 利 点 は 少 な く と
も 部 分 的 に 上 記 ヒ ド ロ ゲ ル の 安 定 性 に 依 る が 、 こ れ は ま た 少 な く と も 部 分 的 に 洗 浄 プ ロ セ
ス に 依 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 上 記 ヒ ド ロ ゲ ル の レ オ ロ ジ ー 特 性 は 、 使 用 さ れ る モ ノ マ の 相 対 量 、 開 始 剤 の 相 対 量 、 重
合 プ ロ セ ス の 温 度 お よ び 他 の パ ラ メ ー タ お よ び 上 記 洗 浄 プ ロ セ ス な ど の 幾 つ か の 要 因 に よ
り 影 響 さ れ る 。 故 に 重 合 プ ロ セ ス に 依 れ ば 、 一 連 の 粘 度 を 備 え た ヒ ド ロ ゲ ル が 提 供 さ れ 得
る 。 本 発 明 は 、 典 型 的 に は 尿 道 、 直 腸 ま た は 結 腸 （ も し く は 肛 門 管 ） ま た は 尿 管 に 対 す る
体 内 プ ロ テ ー ゼ に 関 す る こ と か ら 、 当 該 管 路 の 要 件 に 対 し て 適 合 調 整 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 発 明 の 重 要 な 目 的 は 、 夫 々 、 尿 失 禁 、 肛 門 失 禁 お よ び 膀 胱 尿 管 逆 流 現 象 の 治 療 の た め
に 、 尿 道 ； 直 腸 ま た は 結 腸 （ も し く は 肛 門 管 ） ； お よ び 尿 管 か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ た 管
路 の 抵 抗 力 を 増 大 す る た め の 人 工 器 官 （ ｐ ｒ ｏ ｓ ｔ ｈ ｅ ｔ ｉ ｃ 　 ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ ） で あ っ て
、 該 人 工 器 官 は 注 入 可 能 で あ り 且 つ 本 明 細 書 中 に お い て 上 述 さ れ た ヒ ド ロ ゲ ル か ら 成 る と
い う 人 工 器 官 を 提 供 す る に 在 る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 本 発 明 の 上 記 方 法 は 好 適 に は 、 上 記 ヒ ド ロ ゲ ル を 適 切 な 管 路 に 注 入 す る こ と に よ り 該 ヒ
ド ロ ゲ ル を 投 与 す る 段 階 を 含 む 。 尿 失 禁 の 治 療 に お い て 上 記 ヒ ド ロ ゲ ル は 典 型 的 に 、 尿 道
内 に 、 詳 細 に は 尿 道 の 粘 膜 下 膜 （ ｓ ｕ ｂ ｍ ｕ ｃ ｏ ｓ ａ ｌ 　 ｍ ｅ ｍ ｂ ｒ ａ ｎ ｅ ） の 下 側 に 注
入 さ れ る 。 注 入 は 、 尿 道 の 外 側 表 面 を 介 し て 粘 膜 下 膜 に 向 け ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 本 発 明 者 等 は 、 尿 道 に 充 填 す る こ と で 尿 道 に 適 切 な 抵 抗 力 を 提 供 す る た め に は 典 型 的 に
２ ～ ５ ｍ Ｌ の 上 記 ヒ ド ロ ゲ ル が 適 切 で あ る こ と を 見 出 し た 。 典 型 的 に は ３ ｍ Ｌ の ヒ ド ロ ゲ
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ル が 注 入 さ れ る と 共 に 、 好 適 に は 、 尿 道 の 単 一 の 長 手 位 置 に 沿 い ひ と つ 以 上 の 断 面 位 置 に
上 記 ゲ ル を 載 置 す る こ と で ２ ～ ５ ｍ Ｌ が 分 布 さ れ る 。 特 に 適 切 な 実 施 例 に お い て は 、 尿 道
の 単 一 の 長 手 位 置 に 沿 い ３ 個 以 上 の 載 置 箇 所 （ ｄ ｅ ｐ ｏ ｔ ） が 作 成 さ れ る 。 本 発 明 者 等 は
、 膀 胱 の 頚 部 か ら 遠 位 方 向 に ０ ． ５ ｃ ｍ で あ る 載 置 箇 所 が 特 に 適 切 で あ る こ と を 見 出 し た
。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 本 発 明 者 等 は 、 尿 失 禁 の 治 療 の た め に は 、 尿 道 の 断 面 軸 心 の １ ０ 時 、 ２ 時 お よ び ６ 時 の
位 置 に お け る 粘 膜 下 注 入 が 特 に 適 切 で あ る こ と を 見 出 し た 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 上 記 載 置 箇 所 は 典 型 的 に は 、 注 入 器 に よ り 、 ま た は 、 サ イ ト ス コ ー プ （ ｃ ｙ ｔ ｏ ｓ ｃ ｏ
ｐ ｅ ） も し く は カ テ ー テ ル を 使 用 し て 作 成 さ れ る 。 適 切 に は 、 ２ １ ～ ２ ７ Ｇ の ニ ー ド ル が
注 入 に 対 し て 採 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 肛 門 失 禁 の 治 療 に 対 し て 上 記 ヒ ド ロ ゲ ル は 典 型 的 に は 、 結 腸 ま た は 直 腸 （ 肛 門 管 ） 内 へ
、 詳 細 に は 結 腸 ま た は 直 腸 の 粘 膜 下 膜 の 下 側 に 注 入 さ れ る 。 ２ ～ ６ ｍ ｌ の 注 入 が 適 切 で あ
る 。 上 記 ヒ ド ロ ゲ ル は 好 適 に は 、 結 腸 ま た は 直 腸 の 単 一 の 長 手 位 置 に 沿 い ひ と つ 以 上 の 断
面 位 置 に 分 布 さ れ る 。 特 に 適 切 な 実 施 例 に お い て は 、 結 腸 ま た は 直 腸 の 単 一 の 長 手 位 置 に
沿 い 、 好 適 に は 結 腸 ま た は 直 腸 の 断 面 軸 心 の １ ０ 時 、 ２ 時 お よ び ６ 時 の 位 置 に て 、 ３ 個 以
上 の 載 置 箇 所 が 作 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 膀 胱 尿 管 逆 流 現 象 の 治 療 に 対 し て は 、 患 者 の 尿 管 内 へ 粘 膜 下 注 入 が 必 要 と さ れ る 。 ２ ～
５ ｍ ｌ の 注 入 が 適 切 で あ る 。 上 記 ヒ ド ロ ゲ ル は 好 適 に は 、 尿 管 の 単 一 の 長 手 位 置 に 沿 い ひ
と つ 以 上 の 断 面 位 置 に 分 布 さ れ る 。 特 に 適 切 な 実 施 例 に お い て は 、 尿 管 の 単 一 の 長 手 位 置
に 沿 い 、 好 適 に は 尿 管 の 断 面 軸 心 の １ ０ 時 、 ２ 時 お よ び ６ 時 の 位 置 に て 、 ３ 個 以 上 の 載 置
箇 所 が 作 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 本 発 明 の 代 替 実 施 例 に お い て 、 当 該 方 法 は 幹 細 胞 な ど の 細 胞 を 含 む 人 工 器 官 を 使 用 す る
段 階 を 含 む 。 ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド に よ れ ば 、 細 胞 成 長 に 対 す る 優 れ た テ ン プ レ ー ト お よ び
マ ト リ ク ス が 提 供 さ れ る 。 上 記 人 工 器 官 の 調 製 に 対 し て 本 発 明 の 上 記 ヒ ド ロ ゲ ル と 組 み 合
わ せ て 細 胞 を 使 用 す れ ば 、 尿 管 、 尿 道 ま た は 肛 門 管 に お け る 周 囲 組 織 に 対 す る 細 胞 接 合 が
許 容 さ れ る 。 本 発 明 の 上 記 ヒ ド ロ ゲ ル と 適 切 な 細 胞 と を 備 え た 方 法 に よ れ ば 、 更 に 大 き な
抵 抗 力 が 許 容 さ れ る と 共 に 、 抵 抗 力 を 提 供 す る 上 で 更 に 高 い 効 率 が 許 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に お い て 、 上 記 人 工 器 官 は 幹 細 胞 ま た は 脂 肪 細 胞 な ど の 細 胞 を 備
え る 。 ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド に よ れ ば 、 細 胞 成 長 に 対 す る 優 れ た テ ン プ レ ー ト お よ び マ ト リ
ク ス が 提 供 さ れ る 。 上 記 人 工 器 官 の 調 製 に 対 し て 本 発 明 の 上 記 ヒ ド ロ ゲ ル と 共 に 細 胞 を 使
用 す れ ば 、 尿 管 、 尿 道 ま た は 肛 門 管 に お け る 周 囲 組 織 へ の 細 胞 接 合 が 許 容 さ れ る 。 本 発 明
の 上 記 ヒ ド ロ ゲ ル と 適 切 な 細 胞 と を 備 え た 人 工 器 官 に よ れ ば 、 更 に 大 き な 抵 抗 力 が 許 容 さ
れ る と 共 に 、 抵 抗 力 を 提 供 す る 上 で 更 に 高 い 効 率 が 許 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 好 適 実 施 例 は 添 付 図 面 に 関 し て 記 述 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 １ は 観 察 器 械 ２ に 接 続 さ れ た シ ー ス ・ デ バ イ ス １ を 示 し て お り 、 注 入 ニ ー ド ル ３ も ま
た 導 入 可 能 で あ る 。 上 記 シ ー ス ・ デ バ イ ス は 管 状 部 材 ４ お よ び 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ｆ ｌ ｕ ｓ ｈ
ｉ ｎ ｇ 　 ｕ ｎ ｉ ｔ ） ５ を 備 え 、 こ れ ら は 、 該 洗 流 ユ ニ ッ ト お よ び 上 記 観 察 器 械 に 対 す る 該
管 状 部 材 の 回 転 を 許 容 す る 様 式 で 相 互 に 対 し て 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ２ は 、 観 察 器 械 ２ に 接 続 さ れ た シ ー ス ・ デ バ イ ス １ の 断 面 図 を 示 し て い る 。 上 記 管 状
部 材 は 近 位 端 部 ６ お よ び 遠 位 開 放 端 部 ７ を 有 し 、 洗 流 ユ ニ ッ ト ５ は 近 位 端 部 ６ に 接 続 さ れ
て い る 。 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト は 近 位 開 放 端 部 ８ お よ び 遠 位 端 部 ９ を 備 え （ た と え ば 図 ７ お よ
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び 図 ８ を 参 照 ） 、 近 位 端 部 ８ は 上 記 観 察 器 械 を 受 容 し 得 る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 管 状 部 材 ４ お よ び 洗 流 ユ ニ ッ ト ５ は 協 働 し て 、 内 視 鏡 器 具 ２ の 一 部 を 外 装 す る た め に 上
記 洗 流 ユ ニ ッ ト の 近 位 開 放 端 部 ８ か ら 上 記 管 状 部 材 の 遠 位 開 放 端 部 ７ ま で 延 在 す る 第 １ 内
部 案 内 通 路 １ ０ を 画 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 上 記 管 状 部 材 は 更 に 、 上 記 近 位 端 部 の 近 傍 の 箇 所 １ ２ か ら 又 は 近 位 端 部 ６ か ら 該 管 状 部
材 の 遠 位 端 部 ７ ま で 実 質 的 に 長 手 方 向 に 延 在 す る 第 ２ 案 内 通 路 １ １ で あ っ て 第 ２ 内 視 鏡 器
具 ３ （ ニ ー ド ル ） を 受 容 か つ 案 内 す る に 適 し た 第 ２ 案 内 通 路 １ １ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 図 ３ は 図 ２ の 詳 細 部 Ｘ を 示 し て お り 、 ニ ー ド ル ３ は 第 ２ 案 内 通 路 １ １ 内 に 位 置 決 め さ れ
る と 共 に 、 上 記 内 視 鏡 は 上 記 第 １ 案 内 通 路 内 に 位 置 決 め さ れ る 。 第 ２ 案 内 通 路 １ １ は 管 状
部 材 ４ の 近 位 端 部 ６ に 近 接 し て 取 入 口 １ ４ を 備 え 、 該 取 入 口 は 上 記 管 状 部 材 の 外 側 面 に 配
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 取 入 口 １ ４ は 、 上 記 治 療 器 具 ３ を 上 記 通 路 内 へ と 案 内 す る た め に 実 質 的 に 円 錐 形 状 と さ
れ る 。 上 記 取 入 口 は 、 器 具 ３ に よ り 貫 通 さ れ る べ き 貫 通 可 能 シ ー ル １ ５ を 備 え る 。 好 適 に
は 該 取 入 口 は 、 ゴ ム 製 の 円 錐 形 状 取 入 口 か ら 成 り 得 る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 洗 流 ユ ニ ッ ト ５ は 流 体 取 入 口 １ ６ お よ び 流 体 吐 出 口 １ ７ を 備 え 、 該 流 体 取 入 口 は 、 流 体
チ ャ ネ ル と し て も 使 用 さ れ 得 る 第 １ 案 内 通 路 １ ０ で あ っ て 図 ２ の 如 く 上 記 管 状 部 材 の 遠 位
開 放 端 部 に お い て 流 体 出 口 １ ３ を 備 え る 第 １ 案 内 通 路 １ ０ と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 図 ４ は 、 管 状 部 材 ４ の 断 面 で あ る 図 ２ の 断 面 Ｃ － Ｃ を 示 し て い る 。 該 管 状 部 材 は 、 そ の
外 側 面 上 に 延 在 す る 補 強 リ ブ １ ８ を 備 え る 。 第 １ 案 内 通 路 １ ０ は 、 そ の 中 心 線 が 上 記 管 状
部 材 の 中 心 線 と 一 致 す る 如 く 位 置 決 め さ れ る 。 第 ２ 案 内 通 路 １ １ の 取 入 口 １ ４ は 、 リ ブ ２
０ 上 を 摺 動 さ れ る 着 脱 可 能 ゴ ム 要 素 １ ９ 内 に 位 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 管 状 部 材 ４ の 内 側 部 に は 着 脱 可 能 な 壁 体 部 材 ２ １ が 位 置 さ れ て お り 、 該 壁 体 部 材 は 上 記
管 状 部 材 と 同 時 に は 成 形 さ れ ず に 後 時 に お い て 該 管 状 部 材 内 に 挿 入 さ れ る 。 着 脱 可 能 な 壁
体 部 材 ２ １ は 上 記 管 状 部 材 の 側 壁 ２ ２ と 協 働 し 、 チ ャ ネ ル ／ 通 路 ２ ３ を 画 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 ５ は 図 ２ の 断 面 Ｂ － Ｂ を 示 し て お り 、 着 脱 可 能 な 壁 体 部 材 ２ １ は 流 体 お よ び ／ ま た は
器 具 の た め の チ ャ ネ ル ２ ３ を 画 成 し て い る 。 第 ２ 案 内 通 路 １ １ が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 ６ は 、 観 察 器 械 ２ 、 ニ ー ド ル ３ お よ び 管 状 部 材 ４ を 含 む 図 ２ の 断 面 Ａ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 ７ は 流 体 取 入 口 １ ６ お よ び 流 体 吐 出 口 １ ７ を 備 え た 洗 流 ユ ニ ッ ト ５ を 示 し て お り 、 該
取 入 口 は 流 体 チ ャ ネ ル ２ ４ と 連 通 し 且 つ 該 吐 出 口 は 流 体 チ ャ ネ ル ２ ５ と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 図 ８ は 、 取 入 口 １ ６ 、 吐 出 口 １ ７ お よ び 案 内 通 路 １ ０ を 含 む 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト の 断 面 を
示 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 ９ は 、 図 ８ の 断 面 に 関 し て 直 交 し た 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 図 １ ０ は 、 上 記 シ ー ス ・ デ バ イ ス の 管 状 部 材 ４ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 １ １ は 、 管 状 部 材 ４ 内 に 流 体 チ ャ ネ ル お よ び ／ ま た は 案 内 通 路 を 提 供 す る 着 脱 可 能 な
壁 体 部 材 ２ １ を 示 し て お り 、 上 記 の 図 ４ の 説 明 を 参 照 さ れ た い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ９ ９ 】
【 図 １ 】 観 察 器 械 に 接 続 さ れ た シ ー ス ・ デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 観 察 器 械 に 接 続 さ れ た シ ー ス ・ デ バ イ ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 シ ー ス ・ デ バ イ ス の 近 位 端 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 上 記 シ ー ス ・ デ バ イ ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 上 記 シ ー ス ・ デ バ イ ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 上 記 シ ー ス ・ デ バ イ ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 洗 流 ユ ニ ッ ト を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る 長 寸 管 状 部 材 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 流 体 チ ャ ネ ル お よ び 案 内 通 路 を 提 供 す る 着 脱 可 能 な 壁 体 部 材 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 4月 20日 (2005.4.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ａ ） 長 寸 管 状 部 材 （ ４ ） で あ っ て 、
　 　 　 近 位 端 部 （ ６ ） と 、
　 　 　 遠 位 開 放 端 部 （ ７ ） と 、
　 　 　 上 記 近 位 端 部 か ら 流 体 出 口 ま で 長 手 方 向 に 延 在 す る 少 な く と も 一 本 の 流 体 チ ャ ネ ル
（ ２ ３ ） と 、
　 を 備 え た 長 寸 管 状 部 材 （ ４ ） と 、
　 ｂ ） 上 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 上 記 近 位 端 部 （ ６ ） に 接 続 さ れ た 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） で あ っ
て 、
　 　 　 第 １ 内 視 鏡 器 具 （ ２ ） を 受 容 す る に 適 し た 近 位 開 放 端 部 （ ８ ） と 、
　 　 　 上 記 流 体 チ ャ ネ ル （ ２ ３ ） と 連 通 さ れ た 流 体 取 入 口 （ １ ６ ） と 、
　 　 　 流 体 吐 出 口 （ １ ７ ） と 、
　 を 備 え た 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） と を 備 え 、
　 上 記 管 状 部 材 お よ び 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト は 協 働 し て 、 上 記 第 １ 内 視 鏡 器 具 （ ２ ） の 少 な く
と も 一 部 を 外 装 す る た め に 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） の 上 記 近 位 開 放 端 部 （ ８ ） か ら 上 記 管
状 部 材 （ ４ ） の 上 記 遠 位 開 放 端 部 （ ７ ） ま で 延 在 す る 第 １ 内 部 案 内 通 路 （ １ ０ ） を 画 成 し
、
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　 上 記 管 状 部 材 （ ４ ） と 上 記 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） と の 間 の 接 続 は 、 該 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ）
に 関 す る 該 管 状 部 材 （ ４ ） の 軸 回 転 を 許 容 し 、 且 つ 、
　 上 記 管 状 部 材 （ ４ ） は 更 に 、 上 記 近 位 端 部 （ ６ ） の 近 傍 の 箇 所 （ １ ２ ） か ら 又 は 該 近 位
端 部 （ ６ ） か ら 該 管 状 部 材 （ ４ ） の 上 記 遠 位 端 部 （ ７ ） ま で 実 質 的 に 長 手 方 向 に 延 在 す る
第 ２ 案 内 通 路 （ １ １ ） で あ っ て 第 ２ 内 視 鏡 器 具 （ ３ ） を 受 容 か つ 案 内 す る に 適 し た 第 ２ 案
内 通 路 （ １ １ ） を 備 え て い る 、
　 内 視 鏡 器 具 （ ２ ） に 適 し た シ ー ス ・ デ バ イ ス （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ 案 内 通 路 （ １ １ ） は 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 前 記 近 位 端 部 （ ６ ） に 近 接 し て 取 入
口 （ １ ４ ） を 備 え 、 該 取 入 口 （ １ ４ ） は 上 記 管 状 部 材 の 外 側 面 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項
１ 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 取 入 口 （ １ ４ ） は 前 記 器 具 （ ３ ） を 前 記 通 路 内 へ と 案 内 す る た め に 実 質 的 に 円 錐 形
状 と さ れ る 、 請 求 項 ２ 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） は 使 い 捨 て 可 能 （ す な わ ち 一 回 限 り の 使 用 ） で あ る 、 請 求 項 １ 乃 至
３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） は 使 い 捨 て 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載
の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） お よ び 前 記 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） は 相 互 に 固 定 接 続 さ れ る 、 請 求 項 １
乃 至 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） お よ び 前 記 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） は 相 互 に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る 、 請
求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 流 体 出 口 （ １ ３ ） は 前 記 遠 位 端 部 （ ７ ） の 近 傍 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ７ の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 流 体 出 口 （ １ ３ ） は 前 記 遠 位 端 部 （ ７ ） 内 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ８ の い ず れ
か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 流 体 吐 出 口 （ １ ７ ） は 、 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） 内 を 長 手 方 向 に 延 在 す る 内 部 通 路 を 介
し て 該 管 状 部 材 （ ４ ） の 前 記 開 放 遠 位 端 部 （ ７ ） と 連 通 す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ９ の い ず れ か
一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 内 部 通 路 は 前 記 第 １ 内 部 案 内 通 路 （ １ ０ ） の 一 部 で あ る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の デ バ イ
ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 案 内 通 路 （ １ ０ 、 １ １ ） お よ び 前 記 流 体 チ ャ ネ ル （ １ ０ ） は 相 互 に 対 し て 実 質 的 に
平 行 に 延 在 す る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ 内 部 案 内 通 路 （ １ ０ ） の 中 心 線 は 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 中 心 線 と 一 致 す る 、 先
行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 ２ 内 視 鏡 器 具 は ニ ー ド ル （ ３ ） か ら 成 る 、 請 求 項 ２ 乃 至 １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記
載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ 内 視 鏡 器 具 は 光 フ ァ イ バ ・ プ ロ ー ブ か ら 成 る 、 請 求 項 ２ 乃 至 １ ４ の い ず れ か 一
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項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） は 、 ４ ５ ° ま た は ９ ０ ° な ど の 如 く 、 前 記 洗 流 ユ ニ ッ ト （ ５ ） に 関
し て ０ ° ～ ３ ６ ０ ° の 角 度 範 囲 内 で 回 転 可 能 で あ る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 流 体 取 入 口 （ １ ６ ） は 、 前 記 流 体 チ ャ ネ ル （ ２ ３ ） を 通 し て 前 記 流 体 出 口 （ １ ３ ）
か ら 吐 出 す べ く 清 浄 水 を 圧 流 さ せ る た め に 水 リ ザ ー バ に 接 続 さ れ る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ
か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 流 体 吐 出 口 （ １ ７ ） は 、 内 部 器 官 か ら 前 記 内 部 通 路 （ １ ０ ） を 介 し て 廃 水 を 排 出 す
る た め の 水 タ ン ク に 接 続 さ れ る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） は 、 更 な る 内 視 鏡 器 具 の た め に 長 手 方 向 に 延 在 す る ２ 本 も し く は ３
本 の 案 内 通 路 を 備 え る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 前 記 遠 位 端 部 （ ７ ） の 近 傍 の 外 径 は 、 ７ ～ ８ ｍ ｍ の 如 く 、 １ ０ ～
１ ５ ｍ ｍ の 如 く 、 ５ ～ ２ ０ ｍ ｍ で あ る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 長 手 方 向 に 直 交 す る 断 面 は 実 質 的 に 楕 円 形 状 ま た は 実 質 的 に 円 形
状 で あ る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 長 さ は 、 １ ５ ～ ３ ０ ｃ ｍ の 如 く 、 １ ０ ～ ３ ５ ｃ ｍ の 如 く 、 ５ ～ ４
０ ｃ ｍ で あ る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 流 体 チ ャ ネ ル （ ２ ３ ） お よ び 案 内 通 路 （ １ ０ 、 １ １ ） の 内 の ひ と つ 以 上 は 、 前 記 管
状 部 材 の 内 側 部 に 位 置 さ れ た 着 脱 可 能 な 壁 体 部 材 に よ り 提 供 さ れ る 、 請 求 項 ２ 乃 至 ２ ２ の
い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 前 記 遠 位 端 部 （ ７ ） は 、 前 記 第 ２ 内 視 鏡 器 具 の 遠 位 端 部 を 案 内 す
る た め に 内 方 に 延 在 す る 円 周 方 向 膨 出 部 を 備 え る 、 請 求 項 ２ 乃 至 ２ ３ の い ず れ か 一 項 に 記
載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 １ 内 視 鏡 器 具 （ ２ ） は 、 膀 胱 鏡 ま た は 胃 鏡 ま た は 尿 管 鏡 ま た は 切 除 用 内 視 鏡 ま た
は 関 節 鏡 ま た は テ レ ス コ ー プ ま た は 閉 塞 具 か ら 成 る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 第 １ 内 視 鏡 器 具 （ ２ ） は 、 た と え ば 内 部 組 織 も し く は 器 官 な ど を 視 認 す る た め の カ
メ ラ ・ レ ン ズ を 備 え る 、 請 求 項 １ 乃 至 ２ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 レ ン ズ は 使 い 捨 て 可 能 （ 一 回 限 り の 使 用 ） で あ る 、 請 求 項 ２ ６ 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 管 状 部 材 （ ４ ） の 前 記 遠 位 端 部 （ ７ ） は 前 記 レ ン ズ の 遠 位 端 部 を 越 え る 、 請 求 項 ２
６ ま た は ２ ７ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 洗 流 ユ ニ ッ ト は 、 洗 流 を オ ン ・ オ フ 切 換 え ／ 投 入 す る た め に 前 記 取 入 口 お よ び ／ ま
た は 吐 出 口 の 近 傍 に 位 置 さ れ た 栓 を 備 え る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス
。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 人 間 な ど の 哺 乳 動 物 の 身 体 の 検 査 に 使 用 さ れ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記
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載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 人 間 な ど の 哺 乳 動 物 の 身 体 の 手 術 治 療 に 使 用 さ れ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項
に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 人 間 な ど の 哺 乳 動 物 の 身 体 の 検 査 に 対 す る 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ
バ イ ス の 使 用 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 人 間 な ど の 哺 乳 動 物 の 身 体 の 手 術 治 療 に 対 す る 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載
の デ バ イ ス の 使 用 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 哺 乳 動 物 の
身 体 の 内 部 器 官 を 治 療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 哺 乳 動 物 の
身 体 の 内 部 器 官 を 検 査 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 泌 尿 生 殖 器
を 治 療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 泌 尿 生 殖 器
を 検 査 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 哺 乳 動 物 に
お け る 咬 合 関 節 を 治 療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 尿 失 禁 を 治
療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 肛 門 失 禁 を
治 療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 肛 門 失 禁 を
治 療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 膀 胱 尿 管 逆
流 現 象 を 治 療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 逆 流 性 食 道
炎 を 治 療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 関 節 炎 を 治
療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 腱 炎 を 治 療
す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 系 統 的 検 査
を 実 施 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
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　 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス を 使 用 す る 段 階 を 含 む 、 人 体 内 に 構
成 物 質 を 注 入 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 Ｉ ） 請 求 項 １ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス と 、 Ｉ Ｉ ） 人 体 内 へ の 注 入 に 適
し た 構 成 物 質 と を 備 え た 、 キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 構 成 物 質 は 、 シ リ コ ー ン ； ヒ ア ル ロ ン 酸 ； ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド ヒ ド ロ ゲ ル ； ソ ー ヤ
； 変 性 ア ル ギ ン 酸 塩 な ど の ア ル ギ ン 酸 塩 ； ゲ ラ ン ゴ ム な ど の 微 生 物 性 多 糖 類 ； カ ラ ゲ ナ ン
な ど の 植 物 多 糖 類 ； ヒ ア ル ロ ン 酸 ； ポ リ エ チ レ ン オ キ シ ド ／ ポ リ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル の
ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 ； フ ィ ブ リ ン 、 コ ラ ー ゲ ン お よ び ゼ ラ チ ン な ど の 蛋 白 質 ； ポ リ エ チ レ ン
オ キ シ ド お よ び ポ リ ア ク リ ル 酸 の 混 合 物 ； 架 橋 キ ト サ ン ； 光 化 学 的 に 架 橋 さ れ た エ チ レ ン
性 不 飽 和 原 子 団 ； Ｐ Ｅ Ｇ － オ リ ゴ ラ ク チ ル － ア ク リ レ ー ト 、 ポ リ エ チ レ ン ミ ン 、 ポ リ リ シ
ン 、 ポ リ （ ビ ニ ル ア ミ ン ） お よ び ポ リ （ ア リ ル ア ミ ン ） な ど の マ ク ロ マ ； か ら 成 る 群 か ら
選 択 さ れ る 、 請 求 項 ４ ８ 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 構 成 物 質 は ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド お よ び そ の 誘 導 体 で あ る 、 請 求 項 ４ ８ 記 載 の キ ッ ト
。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド は 架 橋 さ れ た ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド で あ る 、 請 求 項 ５ ０ 記 載 の キ ッ ト
。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 架 橋 さ れ た ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド は メ チ レ ン － ビ ス － ア ク リ ル ア ミ ド か ら 調 製 さ れ る
、 請 求 項 ５ １ 記 載 の キ ッ ト 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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摘要(译)

一种护套装置（1），其适用于内窥镜器械（2）并且包括细长管状构件
（4），所述细长管状构件（4）具有近端（6），远端开口端（7）和至
少一个流体通道（23）。冲洗单元（5）连接到管状构件（4）的近端
（6）并且包括适于接收第一内窥镜器械（2）的近端开口端（8），接触
的流体入口（16）所述流体通道（23）和流体出口（17）。管状构件和
冲洗单元一起限定第一内部引导通道（10），用于包覆所述第一内窥镜
器械（2）的至少一部分。管状构件（4）和冲洗单元（5）之间的连接允
许管状构件（4）相对于冲洗单元（5）轴向旋转。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/a15f3700-0087-4bdc-8566-0b73a54b33eb

